
　

火
災
や
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
私
た
ち

に
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

昨
年
の
火
災
・
救
急
出
動
状
況
と
合
わ
せ

て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

灯油ホームタンクチェック表は市ホームページ「救急・防災→
消防・救急→火災予防→火災を防ぐ（危険物)｣から印刷できま
す。

さび・穴は
ないか

緩みはないか
にじみ・漏れは
ないか

灯油の臭いは
しないか

　

警
報
器
は
、
火
災
発
生
時
に
被
害
を
最

小
限
に
抑
え
る
た
め
の
重
要
な
機
器
で
す
。

特
に
寝
室
や
台
所
に
設
置
し
て
い
る
も
の

は
、
早
期
発
見
を
促
し
逃
げ
遅
れ
を
な
く

し
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
、
き
ち
ん
と

動
く
よ
う
定
期
的
に
作
動
確
認
を
し
ま
し

ょ
う
。

　

ボ
タ
ン
を
押
し
た
り
、
ひ
も
を
引
く
こ

と
で
火
災
を
知
ら
せ
る
警
報
音
が
鳴
れ
ば
、

正
常
で
す
。
詳
し
く
は
、
取
り
扱
い
説
明

書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ

て
か
ら
、10
年
が
た
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

設
置
か
ら
10
年
が
経
過
す
る
と
、
電
子
部

品
の
寿
命
や
電
池
切
れ
な
ど
に
よ
り
、
火

災
を
感
知
し
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

作
動
確
認
を
す
る
時
に
、
警
報
器
本
体
に

記
載
さ
れ
て
い
る
製
造
年
も
確
認
し
ま
し

ょ
う
。

　

落
雪
に
よ
る
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
破
損
や

接
続
部
の
緩
み
、
配
管
の
経
年
劣
化
に
よ

る
亀
裂
な
ど
が
原
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

　

灯
油
が
流
出
す
る
と
、
火
災
の
危
険
は

も
ち
ろ
ん
、河
川
に
流
入
す
れ
ば
水
道
水
、

農
作
物
や
魚
、
環
境
に
大
き
な
被
害
を
与

え
損
害
賠
償
に
発
展
す
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
事
故
が
起
き
た
場
合
、
多
く
は
ホ

ー
ム
タ
ン
ク
の
持
ち
主
が
責
任
を
負
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
油
の
量
や
流
出
状
況
に

よ
っ
て
は
、
そ
の
処
理
に
多
額
の
費
用
が

か
か
り
、
法
律
で
罰
せ
ら
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　

日
常
的
に
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
点
検
を
実

施
し
、
灯
油
の
流
出
事
故
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　

高
齢
者
と
小
さ
な
子
ど
も
の
事
故
の
中

に
は
、
家
庭
内
で
の
転
倒
や
お
湯
に
よ
る
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＊ろれつが回らないなど、
普段と様子が違うときは、
ためらわずに救急車を呼ん
でください。

■平成28年
　程度別の搬送人数

軽症
938人中等症

849人

重症
86人

死亡45人

　

火
災
発
生
件
数
は
12
件
、
そ
の
う
ち
最

も
多
か
っ
た
の
は
建
物
火
災
の
６
件
で
し

た
。
火
災
に
よ
る
死
者
は
な
く
、
負
傷
者

が
１
人
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
の
発
生
箇
所
と
し
て
は
、
ス
ト
ー

ブ
や
電
気
配
線
、
こ
ん
ろ
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　

救
急
出
動
件
数
は
、
平
成
27
年
よ
り
約

１
０
０
件
増
え
た
２
１
４
０
件
で
、
病
院

へ
搬
送
さ
れ
た
人
数
は
１
９
１
８
人
で
し

た
。
地
区
別
出
動
で
は
、
東
部
地
区
が
最

も
多
く
、
次
い
で
大
曲
地
区
、
北
広
島
団

地
地
区
と
続
き
ま
す
。

　

救
急
出
動
の
と
き
に
、
消
防
車
が
一
緒

に
出
動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
交
通
事

故
の
現
場
で
二
次
災
害
を
防
止
す
る
た
め

や
、
心
肺
停
止
で
迅
速
な
救
命
活
動
が
必

要
だ
と
判
断
し
た
場
合
な
ど
で
す
。

　

平
成
28
年
は
二
次
災
害
防
止
で
78
件
、

救
命
活
動
で
１
８
６
件
の
出
動
が
あ
り
ま

し
た
。

　

救
急
出
動
件
数
が
、
平
成
25
年
か
ら
４

当
に
救
急
車
が
必
要
な
場
合
に
影
響
が
出

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

適
正
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　現場での活動も視野に入れ訓練に参加している
女性の消防団員は、わずか３人。そのうちの１人
である石岡綾子さんは、４月で入団から２年を迎
えます。

　入団資格は、市内にお住
まいで心身ともに健康な18
歳以上。詳しくは、消防本
部総務課に問い合わせてく
ださい。

　訓練や見回りなど、男性
と変わらずに活動していま
す。入団した当初は筋肉痛
に悩まされましたが、女性
だからできることや気付く
ことがあると思います。こ
れからも地域のためにでき
ることを意識しながら、活
動していきたいです。第４分団団員　

石岡綾子さん

や
け
ど
な
ど
、
少
し
の
注
意
と
心
掛
け
で

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
も
の
が
多
く
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
こ

と
を
予
防
救
急
と
い
い
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
、
救
急
車

を
呼
ぶ
よ
う
な
大
き
な
事
故
を
防
ぎ
、
健

康
な
毎
日
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

〈
家
庭
内
転
倒
・
転
落
を
防
ぐ
〉

●
段
差
を
減
ら
す

●
階
段
な
ど
は
明
る
く
す
る

〈
浴
槽
で
溺
れ
る
の
を
防
ぐ
〉

●
入
浴
前
は
家
族
に
声
を
掛
け
る

●
入
浴
前
に
酒
や
睡
眠
薬
を
飲
ま
な
い

●
浴
室
は
他
の
部
屋
と
の
室
温
差
が
な
い

よ
う
に
す
る

訓練の様子

　全国的にも増加傾向にある女性の消防団員。市
内での活躍も期待されています。

●
新
聞
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
を
床
に
置
か

な
い

●
電
気
製
品
の
コ
ー
ド
類
は
整
理
す
る

●
手
す
り
を
付
け
る

〈
窒
息
を
防
ぐ
〉

●
ゆ
っ
く
り
、
よ
く
か
ん
で
食
べ
る

●
餅
な
ど
は
小
さ
く
切
っ
て
食
べ
る

〈
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
を
防
ぐ
〉

●
一
気
飲
み
な
ど
短
時
間
で
多
量
の
酒
を

飲
ま
な
い

年
連
続
２
０
０
０
件
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
救
急
出
動
で
病
院
へ
搬
送
さ
れ

た
方
の
約
半
数
は
、
入
院
の
必
要
が
な
い

軽
症
者
で
し
た
。
中
に
は
、
救
急
車
を
タ

ク
シ
ー
代
わ
り
に
利
用
す
る
例
も
見
ら
れ

ま
す
。

　

し
か
し
、
救
急
車
の
数
に
は
限
り
が
あ

り
ま
す
。
不
適
正
利
用
が
増
え
る
と
、
本

　昨年12月、東部・団地地区を管
轄する第１分団の小型動力ポンプ
付積載車を更新しました。
　新たな車両では、オートマチッ
ク四輪駆動を採用。エンジンカッ
ターや携帯型破壊器具、応急処置
セットなど救助活動用の資機材を
装備し、幅広い災害活動に対応し
ます。
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